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景況レポート
（10月分・情報連絡員80名）

コスト上昇の影響で、景気回復は実感できず

※DI値とは、Diffusion Index（ディフュージョン・インデックス）の略で、増加（好転）したとする企業割合から、減少（悪化）したとする企業割合を差し引いた値です。
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好転 悪化 D.I値業界全体好転悪化割合［前年同月比］

 全国中小企業団体中央会会長賞（組合専従優良職員）

Ⅰ　中小企業等協同組合法施行65周年記念

赤沼　千晶　氏（秋田県農業機械商業協同組合）

小野寺陽子　氏（秋田県火災共済協同組合）

佐々木愛子　氏（本荘由利電気工事協同組合）

須田真由美　氏（秋田ハイタク事業協同組合）

黒澤千佳子　氏（鹿角アスコン協同組合）

須田　清子　氏（秋田市工業団地協同組合）

近藤　純子　氏（あきた共通商品券協同組合）

Ⅱ　�中小企業団体の組織に関する法律施行55周年
記念
安藤　良秋　氏（秋田県自動車整備商工組合）

柏谷　秀夫　氏（大曲自動車整備協業組合）

船木　智子　氏（秋田県電気工事工業組合）

【概況】10月分の県内景況は、前年同月と比較して、景況が「好
転」したとする向きが11．3％（前月調査11．3％）、「悪化」が35．
0％（同42．5％）で、業界全体のDI値は−23．7となり、前月調査
と比較して7．5ポイント上回った。県内景況は、前月同様に一部
の業種では季節的要因等により業況が回復し、売上、収益ともに
前月比で増加に転じるなど、5ヶ月ぶりに業界全体のDI値が前
月を上回った。しかし、依然として原材料や燃料の高騰による影
響で、景気回復の実感はなく、今後も県内景況を慎重に見極める
必要がある。

前月との比較（景況DI） 9月 10月 増減

製  造  業 −40．6 −28．1 12．5

非製造業 −25．0 −20．8 4．2

　製造業のDI値は、−28．1となり前月比で12．5ポイント上昇
した。漆器では、国民文化祭の影響により前年同月比で売上が増
加した。また、機械金属、鉄鋼、一般機器では、前月同様に民間・官公庁ともに受注が増加しているが、冬場の受注
量減少や燃料価格の上昇を懸念する声が寄せられた。一方、食料品、繊維工業では、依然として円安等の影響で、原
材料費と燃料費が上昇しており、収益状況が悪化している。
　非製造業のDI値は、−20．8となり前月比で4．2ポイント上昇した。商業卸や青果卸では、個人消費の低迷によ
る影響で、前年同月比で売上が減少した。また、葬祭業では、葬儀規模の縮小化や異業種の業界参入等の影響で、前
年同月比で売上が減少した。
　一方、型枠工事では、前年同様に稼働率が高い状況で推移しており、売上高は増加傾向となっている。また、運輸
業では、平成26年産米や青果物の輸送等で繁忙となり、輸送量が前月比で増加した。
� （回答数：80名　回答率：100％）
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［天気図の見方］ 前年同月比のDI値をもとに作成しています。

［凡例］
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業 界 の 声

食料品
（パン）

前月同様、スーパーで販売されている商品の売上が伸びず、原材料費の高騰も相俟って収
益状況が悪化している。また、円安等の影響で更なる原材料費の上昇を懸念している。

繊維製品 紳士服は、前月同様に円安等の影響で燃料費や原材料費が上昇し、収益状況が悪化してい
る。一方、婦人服は、前年同月比で売上、生産数ともに増加傾向となっている。

木材・木製品
（外材）

10月の丸太輸入は、実績が無かった。国内の住宅需要は、製造元では製材品価格の値下げ
努力をしているが、依然として低調に推移している。また、為替は円安傾向が強まってお
り、輸入材の在庫量確保の動きは見られない状況となっている。

印刷 原材料価格の上昇や市場の消費低迷の影響で、十分な収益を確保できていない。（県南地区）

窯業・土石
（生コンクリート）

10月の出荷数量は、前年同月比で約86％、4月〜 10月の累計で前年比約97％となった。
なお、当初の出荷数量の想定を734千㎥（前年比91．6％）と想定したが、最終的には750
千㎥（同93．6％）と前年度の出荷数量を下回ると予測している。

鉄鋼・金属
（鉄鋼）

前月同様に民間工事、公共工事ともに受注が増加している。なお、各社とも仕事を確保して
いるが、冬場は仕事量が減少するため、今後の先行きに不安を感じている。

一般機械 前年同月比で受注量は増加している。なお、原材料価格が上昇しており、依然として収益が
悪化傾向にあるため、原材料の値上がり分を販売価格に転嫁できるかどうかが今後の課題
である。

その他の製造業
（看板・標識）

前年同月比で売上が減少しており、景気回復は実感できていない。

卸売（商業卸） 前月同様、個人消費低迷の影響で日用雑貨や文房具事務用品関係は前年同月比で売上が減
少した。一方、包装資材や建具関係は、前年同月比で横這いに推移した。

卸売（青果卸） 10月の売上は、個人消費の低迷により前年同月比89．9％と低調に推移した。10月上旬
は、台風等の影響で野菜の生産が少なく、価格が上昇した。一方、10月中旬以降は野菜の入
荷量が増加し、キャベツ、レタスは1個30円、大根は1本10円、それぞれ価格が下落したが、
売上は増加しなかった。

小売
（電機販売）

10月の売上実績は、前年同月比でやや増加し、景況の好転が若干感じられた。なお、リ
フォーム関連の家電需要が業界で注目されており、先取りして取り組んでいる店舗では売
上増加が見られている。

商店街 10月の売上実績は、酒類販売業と家電小売業は前年同月比でほぼ横這いに推移した。ま
た、生花販売業は前年同月比で売上が減少した。なお、本県で10月に開催された国民文化
祭の影響による売上増加は感じられなかった。（秋田市）

サービス
（葬祭）

葬儀規模の縮小化や異業種の業界参入等の影響で、葬祭業界を取り巻く環境は依然として
厳しい状況となっている。

建設業
（型枠工事）

前年同月比で型枠単価は約20％上昇しており、景況の好転が感じられた。また、前年同様
に稼働率が高く推移しており、売上高は増加傾向となっている。なお、社会保険、厚生年金
の加入率も増加し、雇用体制の改善が図られている。

運輸業
（トラック）

10月の輸送量の動きとしては、26年産米や青果物の輸送等で各社繁忙となり、売上、収益
ともに前年同月比で約5％増加した。なお、燃料価格は値下がりし、前年同月比で安く推移
しているが、依然として高値安定が続いている。

その他の製造業
（砂利採取）

路盤材関連の出荷量が前年同月比で増加した。一方、生コン用骨材が前年同月比で減少し
たため、全体として前年同様の荷動きで推移した。（県南地区）


